
二
一

実
効
性
と
改
革
の
両
立
が
求
め
ら
れ
る

経
済
財
政
運
営
の
在
り
方

▲

=
'

1

「
減
税
あ
り
き
」
で
は
な
く
、

財
政
赤
字
や
イ
ン
フ
レ
リ
ス
ク
も
考
慮
せ
よ

わ
が
国
を
は
じ
め
先
進
諸
国
で
財
政
ボ
ピ
ユ
リ
ズ
ム
が
蔓
延
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
来
は
健
全
な
経
済

政
策
を
遂
行
す
る
上
で
、
責
任
あ
る
財
政
運
営
に
よ
っ
て
財
政
赤
字
り
ス
ク
や
イ
ン
フ
レ
リ
ス
ク
を
軽
減

す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
目
標
や
債
務
残
高
G
D
P
 
(
国

内
総
生
産
)
比
の
安
定
的
な
引
き
下
げ
目
標
は
堅
持
す
る
必
要
が
あ
る
。
防
衛
財
源
は
お
お
む
ね
確
保
の

メ
ド
が
立
っ
た
が
(
法
人
税
・
た
ぱ
こ
税
は
部
年
度
に
増
税
、
所
得
税
の
増
税
時
期
は
先
送
り
)
、
今
後

は
基
礎
年
金
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
恒
久
財
源
の
確
保
が
課
題
と
な
る
。
政
府
に
は
、
受
益
と
負
担
に
つ

い
て
国
民
的
議
論
を
行
い
な
が
ら
、
責
任
あ
る
財
政
運
営
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
0

●
興
一

▼

吹
き
荒
れ
る

財
政
ボ
ビ
ユ
リ
ズ
ム

欧
米
で
は
財
政
ポ
ピ
ユ
リ
ズ
ム
が

吹
き
荒
れ
て
い
る
例
え
ぱ
、
米
国

で
は
W
年
間
で
3
兆
5
0
0
0
億
ト
'

の
所
得
税
減
税
の
佃
久
化
な
ど
を
掲

げ
た
第
2
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
発
足

す
る
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
白
契
勢
力

の
左
派
政
窪
合
と
極
右
政
党
が
協

力
す
る
か
た
ち
で
政
府
の
財
政
赤
字

削
減
を
織
り
込
ん
だ
予
算
案
讃
ま

れ
た
国
罷
会
(
下
院
)
で
の
投

票
を
経
ず
に
予
算
案
の
採
択
を
強
行

東
京
財
団
政
策
研
究
所

研
究
主
幹
森
信
茂

し
よ
う
と
し
た
バ
ル
ニ
エ
内
閣
は
、

野
党
の
左
派
政
党
連
合
が
提
出
し
た

内
閣
不
係
決
染
が
可
決
さ
れ
総

辞
職
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
も
減

税
を
掲
げ
る
極
右
政
権
が
仰
長
し
、

各
国
の
長
期
金
利
は
急
上
昇
し
て
い

る

わ
が
国
で
も
昨
年
の
議
院
議
員

総
選
挙
で
、
財
源
を
語
ら
な
い
ま
ま

大
規
模
な
所
得
税
や
W
税
の
減
税

を
公
約
し
た
国
民
民
主
党
や
れ
い
わ

新
選
組
な
ど
、
財
政
ポ
ピ
ユ
リ
ズ
ム

政
党
が
大
き
く
羅
し
た
彼
ら
が

若
者
を
中
心
に
支
持
を
得
た
背
景
に

^

,E

11
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は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
ょ
っ
て
生
じ

た
わ
が
国
の
中
問
層
の
二
極
化
と
、

医
療
、
器
な
ど
勤
労
者
よ
り
高
齢

者
を
重
視
す
る
シ
ル
バ
ー
民
主
主
義

へ
の
勤
労
者
の
反
発
が
あ
る
と
み
て

い
る
。

過
半
数
割
れ
し
た
自
公
連
立
政
権

は
、
国
民
民
主
党
が
公
約
と
し
て
掲

げ
る
「
1
0
3
万
円
の
廊
上
」
の
大
幅

な
見
直
し
こ
よ
る
所
得
税
減
税
を
の

ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
 
1
0
3

万
円
と
い
、
i
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
家
庭
の
場
合
所
得
税
が
発
生
し
な

い
年
収
ラ
イ
ン
が
、
基
礎
控
除
賜
万

円
と
墾
所
軽
除
の
最
低
額
弱
万

円
を
足
し
た
額
に
依
拠
し
て
い
る

例
え
ば
1
0
3
万
円
を
超
え
て
W

万
円
の
追
加
収
入
を
得
れ
ぱ
广
噺
付

税
5
0
0
、
住
民
税
W
O
0
を
差
し
引
い

て
8
万
5
0
0
0
円
の
所
得
卸
日
と
な

る
。
収
入
を
得
た
本
人
に
と
っ
て
は

轟
現
象
が
生
じ
て
お
ら
ず
、
本
来

0
壁
と
は
い
ぇ
な
い
し
か
し
、

S
N
S
の
力
を
背
景
に
勢
い
の
あ
る

国
民
民
圭
の
補
正
予
算
案
へ
の
賛

成
を
得
る
た
め
、
与
党
か
ら
は
イ
ン

せ
る
政
等
欠
か
せ
な
い
。
参
考
に

な
る
の
は
、
英
国
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ク
レ
ジ
ッ
ト
(
給
付
付
き
税
額
控

除
)
で
あ
る
。

一
方
、
デ
フ
レ
脱
却
に
ょ
る
金
利

の
正
常
化
が
始
ま
っ
て
い
る
△
後

は
金
利
上
昇
に
伴
う
政
府
私
い
費

の
急
上
昇
や
国
債
の
安
定
消
化
へ
の

畷
愚
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
コ
ロ
ナ

以
前
の
歳
出
構
造
に
戻
っ
て
い
な
い

予
算
の
平
時
化
が
不
可
欠
だ
。
そ
の

た
め
に
は
、
 
2
0
2
5
飯
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
(
P
B
)
墨
子
化

目
標
を
下
ろ
さ
ず
、
債
務
残
高
対
G

D
P
比
の
安
定
的
な
引
き
下
げ
を
目

指
し
、
僻
再
建
と
財
政
健
全
化
の

両
立
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る

国
債
発
行
に
頼
る
安
易
な
予
算
編

成
が
続
け
ぱ
、
国
際
1
に
足
元

を
見
ら
れ
、
通
貨
に
対
す
る
信
条

低
下
し
た
結
果
、
円
安
を
通
じ
た
本

格
的
な
イ
ン
フ
レ
が
到
来
す
る
怖

い
の
は
財
政
破
綻
で
は
な
く
イ
ン
フ

レ
だ
ま
た
安
易
な
国
債
発
行
に
ょ

る
将
来
世
代
へ
の
負
担
の
先
送
り
は
、

"
響
世
代
の
怒
り
を
さ
ら
に
過
激
化

フ
レ
調
整
と
し
て
加
0
0
程
度
引
き
上

げ
た
1
2
3
万
円
が
予
算
案
で
示
さ

れ
た
。
所
要
財
源
は
7
0
0
0
億
円

程
度
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
財
政
ポ
ピ
ユ
リ
ズ
ム
の
生

じ
た
背
景
で
あ
る
中
間
層
の
二
極
化

・
格
差
拡
大
と
、
高
齢
蚕
視
の
社

会
1
'
政
策
は
△
後
見
直
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
こ
の
点
、
国
民
民
主

党
の
問
題
提
起
に
は
烹
が
あ
る
。

税
や
社
会
イ
隈
贊
担
の
応
牝
皆
扣

原
則
の
徹
底
を
進
め
て
い
き
、
勲
力

所
得
に
加
え
て
資
産
噺
侍
や
資
産
を

議
し
た
新
た
な
負
担
体
系
を
構
築

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
石
破
茂
首

相
も
、
自
由
民
主
党
総
裁
選
挙
で
は

応
能
負
担
を
口
に
し
て
お
り
、
「
石

破
ら
し
さ
」
の
原
点
に
戻
っ
た
政
策

を
国
民
目
線
で
艀
し
て
ほ
し
い
。

日
本
経
済
の
課
題
は

生
産
性
向
上
と
物
価
高
対
応

わ
が
国
経
済
を
見
る
と
、
名
目
・

実
質
G
D
P
は
過
去
最
高
釡
に
あ

る
 
G
D
P
ギ
ャ
ッ
プ
は
肇
園
し
、

企
業
収
益
も
過
去
量
局
を
更
新
し
て

い
る
。
一
方
、
個
人
W
は
イ
ン
フ

レ
の
下
で
実
質
賃
金
の
低
下
が
続
き
、

力
強
い
回
復
と
は
な
っ
て
い
な
い

こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
電
気
・
ガ

ス
・
ガ
ソ
リ
ン
へ
の
補
助
や
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
へ
の
3
万
円
蒋
な

ど
の
榴
高
1
含
む
総
翌
兆

9
0
0
0
億
円
と
規
模
優
先
の
補
正

予
算
を
糎
し
た
。
財
源
は
半
分
が

国
債
発
行
に
ょ
る
も
の
で
あ
る

財
源
な
き
バ
ラ
マ
キ
的
な
黎
は
、

イ
ン
フ
レ
を
W
L
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
る
。
必
要
な
施
策
は
、
デ
フ
レ
脱

却
を
碓
夫
に
す
る
た
め
の
生
産
性
向

上
と
そ
れ
に
伴
う
持
続
的
な
賃
上
げ

だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
街
者
の
り

ス
キ
リ
ン
グ
な
ど
に
ょ
り
、
成
熟
産

業
か
ら
成
長
産
業
へ
忠
商
移
動
を

円
滑
に
進
め
ゑ
商
市
場
改
革
が
求

め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
一
雇
用
者
だ
け
で
な
く

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、
、
不
ツ
ト
を
介
し
て

仕
事
抽
朗
け
負
う
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
な

ど
も
^
象
に
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ツ
ト
に
ょ
り
、
勲
カ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

フ
を
高
め
つ
尋
来
丕
女
を
低
下
さ
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さ
せ
る

9

経
済
成
長
に
よ
る
増
収
は

一
久
財
源
に
な
る
か

予
算
を
平
時
に
戻
し
て
い
く
に
は
、

新
規
の
政
策
に
伴
い
必
要
と
な
る
財

源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

財
源
と
し
て
は
「
経
済
成
長
に
ょ
る

増
収
」
「
歳
出
改
革
」
「
増
税
」
の
一

つ
が
あ
る
。

8

得
・
法
人
・
W
税
収
の
増
加
で
あ

り
、
経
済
成
長
の
成
果
に
ょ
る
増
収

と
は
い
え
な
い
。

△
後
、
榴
上
昇
条
2
0
0
を
超

え
る
状
況
に
な
れ
ば
、
税
収
は
増
え

る
が
歳
出
も
増
え
る
。
わ
が
国
は
G

D
P
比
2
・
5
倍
の
債
務
残
高
を
抱

え
て
い
る
の
で
、
国
債
の
翻
い
費

は
G
D
P
の
伸
ぴ
に
ょ
る
税
収
増
以

上
に
増
加
す
る
こ
と
が
内
閣
府
の
試

算
(
過
去
投
影
ケ
ー
ろ
で
も
示
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
財
務
省
の
試
算
で
は
、
金
利

が
べ
ー
ス
ラ
イ
ン
よ
り
1
0
0
上
昇
し

た
災
口
、
鋳
蛋
以
降
の
訓
い
費

の
増
^
額
は
3
年
^
に
4
兆
3
0
0

0
億
円
、
 
8
年
後
に
は
8
兆
7
0
0

0
億
円
に
な
る
(
図
表
)
。
加
え
て
、

イ
ン
フ
レ
に
伴
っ
て
社
会
1
や

公
共
1
も
増
加
す
る
ゐ
で
、
増

収
分
が
そ
の
ま
ま
恒
久
財
源
に
な
る

わ
け
で
は
な
い
。

S
N
S
で
は
、
「
減
税
す
れ
ぱ
経

済
が
成
長
す
る
の
で
税
収
が
増
え

る
」
と
い
、
?
王
張
が
星
又
け
ら
れ
る

、
、
、
、

が
、
わ
が
国
を
は
じ
め
先
進
諸
国
で

7

6

5

4

3
経
済
成
長
に
ょ
る
増
収
は
、
誰
も

が
望
む
財
源
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
後

の
税
収
を
見
る
と
、
幻
飯
釘
兆
円
、

詑
飯
n
兆
1
0
0
0
億
円
、
鈴
年

度
花
兆
1
0
0
0
億
円
(
い
ず
れ
も

決
算
額
)
、
靴
度
乃
兆
4
0
0
0

億
円
(
補
正
後
)
と
、
 
3
年
問
で
6

兆
4
0
0
0
億
円
増
加
し
て
い
る

し
か
し
、
こ
の
要
因
は
円
安
や
グ
ロ

ー
バ
ル
イ
ン
フ
レ
の
結
量
じ
た
所

2

0

そ
の
よ
う
な
事
例
が
生
じ
た
圭
は

な
い
。
参
考
に
な
る
の
は
、
米
国
レ

ー
ガ
ン
大
麺
頑
1
期
目
の
レ
ー
ガ
ノ

ミ
ク
ス
で
あ
る
。

レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
は
「
大
幅
な
減

税
に
ょ
り
、
民
問
部
門
の
跡
滋
喜

上
昇
さ
せ
民
問
投
資
を
種
化
、
規

制
緩
和
を
併
せ
て
行
い
、
経
済
の
供

給
面
を
強
化
し
て
経
1
を
進
め

る
」
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
エ
コ

ノ
ミ
ク
ス
に
基
つ
く
政
策
。
実
際
に

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ラ
ッ
フ
ァ

1
教
授
の
「
減
税
す
れ
ば
勢
意
欲

・
貯
蓄
意
欲
が
刺
激
さ
れ
、
経
済
活

動
が
活
発
化
し
、
減
税
以
上
の
税
収

を
も
た
ら
す
結
果
、
歳
出
削
減
と
組

み
合
わ
さ
れ
ぱ
、
財
政
均
衡
が
達
成

で
き
る
」
と
い
、
弓
え
に
沿
っ
た
税

制
肇
が
1
9
8
1
年
に
断
行
さ
れ

オ

0

し
か
し
現
実
に
起
き
た
こ
と
は
逆

で
、
減
税
に
ょ
る
大
幅
な
歳
入
減
や

国
防
費
の
大
幅
な
増
加
に
ょ
り
巨
額

の
財
政
赤
字
が
生
じ
、
金
利
は
急
騰

し
た
。
政
権
は
す
ぐ
さ
ま
増
税
方
針

に
転
じ
、
器
年
に
社
会
俊
税
を
引

〔図表〕金利が1%上昇した場合の国債利払い費増加額の推移

兆円

】0

十43

十3.2

a氾4 舗 26 27 〔冶を沿 a) 31 C捻 33

年度

注新規国債発行額は、28年度以降、27年度の額と同等で推移すると
仮だ

出所)財務省

十5.3

+63

十2.0

÷08

+フ.0

十7.9

+87
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き
上
げ
、
貌
年
に
は
税
制
優
遇
措
置

の
縮
小
な
ど
の
舌
L
し
を
行
っ
た

し
か
し
、
そ
れ
で
も
財
政
赤
字
の
拡

'
,

大
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

長
期
金
利
の
上
昇
や
ド
ル
高
、
経

常
収
支
の
赤
字
が
生
じ
て
米
国
経
済

國
癸
の
危
機
と
な
り
、
部
年
9
月
の

G
5
会
口
、
プ
ラ
ザ
合
意
に
ょ
っ
て

よ
う
や
く
米
国
経
済
は
正
常
化
し
た

後
に
「
減
税
す
れ
ぱ
増
収
に
な
る
」

と
い
う
理
論
は
、
「
フ
リ
ー
ラ
ン
チ

理
論
」
と
も
「
、
フ
ー
ド
ゥ
ー
(
呪

術
)
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
も
や
ゆ

さ
れ
た
。
舗
年
口
月
に
は
、
超
党
派

で
財
政
収
支
均
衡
法
(
グ
ラ
ム
・
ラ

ド
マ
ン
法
)
が
成
立
し
、
米
政
府
は

均
衡
予
算
、
赤
字
削
減
へ
と
大
き
く

か
じ
を
切
っ
た

歳
出
改
革
で
の
財
源
捻
出
は

負
担
の
付
け
替
え
に
過
ぎ
ず

次
に
、
歳
出
改
革
に
ょ
る
財
謬

出
だ
が
、
こ
れ
は
国
民
の
支
持
が
高

い
手
法
で
あ
る
東
示
財
団
政
策
研

究
所
で
行
っ
た
国
民
の
瓢
嗣
査
で

は
、
一
般
国
民
は
財
政
赤
字
の
原
因

財
政
検
証
で
、
曾
可
牝
極
の
高

「
過
去
釦
年
欝
彰
ケ
ー
ス
」
で
は
、

い卸
飯
の
所
得
黛
率
(
現
1

の
平
均
手
取
り
賃
金
に
対
す
る
比

点
十
)
が
釦
・
 
4
0
0
と
、
釦
0
0
は
奪

す
る
も
の
の
現
在
の
飢
・
 
2
0
0
よ
り

2
割
ほ
ど
減
少
す
る
基
砂
1
だ

け
を
見
る
と
所
何
黛
率
は
3
割
近

驫
少
し
、
榴
上
昇
率
で
割
り
戻

し
た
饗
鑾
額
は
2
割
減
と
大
き

く
目
減
り
す
る
こ
れ
で
は
基
欝

金
だ
け
を
受
給
す
る
自
営
響
や
多

く
の
非
正
規
雇
用
者
の
貧
困
化
が
進

み
、
生
活
保
護
に
な
だ
れ
込
む
奏
愚

が
生
じ
る
。

基
璽
玉
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

は
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整
を
早

期
に
終
了
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
の
場
合
に
基
砂
矣
玉
の
半
分
を
占

め
る
国
庫
負
担
の
追
加
財
源
が
必
要

と
な
る
。
財
政
検
証
で
は
、
錨
飯

に
蒋
調
整
を
終
了
さ
せ
る
場
合
、

弱
食
以
降
に
1
兆
8
0
0
0
億
円

か
ら
2
兆
6
0
0
0
億
円
規
模
の
国

を
政
治
の
無
駄
遣
い
と
見
な
し
、
経

済
響
が
社
会
'
と
傷
し
て

い
る
こ
と
と
見
事
な
対
比
を
示
し
た
。

ま
ず
は
、
昨
今
の
規
模
あ
り
き
の
補

正
予
算
や
基
金
の
乱
立
な
ど
に
メ
ス

を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

一
方
で
、
社
会
§
革
に
ょ
る

財
器
保
も
必
要
だ
。
少
子
化
勧
束

の
安
定
的
な
財
器
保
と
し
て
2
0

2
8
ル
又
ま
で
に
1
兆
1
0
0
0
億

円
の
社
会
俊
歳
出
繋
が
ゑ
疋
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
程

期
高
齢
書
担
率
の
設
定
喜
の
見

直
し
や
、
界
護
俊
制
度
の
利
用

者
2
割
負
担
の
範
囲
の
見
直
し
、
③

医
療
・
介
護
俊
に
お
け
る
金
融
所

得
や
金
融
資
産
の
勘
案
、
④
医
療
・

介
護
の
3
割
負
担
(
い
わ
ゆ
る
「
現

役
並
み
所
得
」
)
の
判
断
基
準
の
見

直
1
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
改
革
の
結
果
、
財
源
は

確
保
で
き
る
が
、
高
噺
何
高
齢
者
や

金
融
所
得
・
金
融
資
産
を
多
'
つ

者
の
負
担
は
増
え
る
。
要
す
る
に
今

日
の
歳
出
改
革
は
負
担
の
再
配
分
で

あ
り
、
こ
れ
は
増
税
と
裏
腹
の
関
係

に
あ
る
と
も
い
え
る
。

基
礎
年
金
の
財
源
論
こ
そ

最
大
の
課
題
に

最
後
に
残
る
財
源
は
増
税
だ
。
増

税
は
、
単
に
国
民
の
讐
担
を
上
げ

て
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
だ
け
を
意

味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
人
々

の
負
楊
造
を
亦
久
え
る
こ
と
に
ょ
り
、

世
代
問
や
世
代
内
の
格
差
是
正
な
ど

に
つ
な
が
る
幅
広
い
政
策
で
も
あ
る
。

例
え
ぱ
、
金
融
所
何
へ
の
課
税
強

化
は
、
余
裕
の
あ
る
者
へ
の
負
担
増

を
通
じ
て
格
差
是
正
と
い
、
つ
政
策
目

的
の
実
現
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、

社
会
俊
特
定
財
源
と
な
っ
て
い
る

W
税
の
増
税
は
、
逆
進
性
荏
と

組
み
合
わ
せ
て
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ツ

ト
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
社
会
の
嫌
旭
改
革
の

手
段
で
も
あ
る
。

△
後
、
わ
が
国
財
政
を
考
え
て
い

く
上
で
の
大
き
な
課
題
と
し
て
は
、

基
砂
矣
玉
の
充
実
に
向
け
た
財
源
問

題
が
あ
る
。
れ
年
7
月
に
は
5
年
に

1
度
の
霊
財
政
検
栗
示
さ
れ
、

基
璽
玉
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
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費
の
追
加
財
源
が
必
要
と
試
算
さ
れ

て
い
る

零
改
革
の
歴
史
を
振
り
返
る
と

興
味
深
い
こ
と
が
分
か
る
尖
純

一
郎
内
閣
は
叫
年
に
、
持
続
可
能
な

零
制
度
の
構
築
の
た
め
基
礎
矢
玉

の
国
庫
負
担
割
合
を
3
分
の
ー
か
ら

2
分
の
ー
に
引
き
上
げ
る
璽
制
度

改
正
法
を
成
立
さ
せ
た
。
一
方
、
財

源
に
つ
い
て
は
「
税
制
の
抜
本
的
な

改
夢
行
っ
た
上
で
実
施
す
る
」
と

先
送
り
さ
れ
た
。

備
年
に
小
泉
純
一
郎
首
相
(
当

時
)
の
下
で
、
党
主
導
の
「
歳
出

歳
入
一
餓
革
」
が
決
定
さ
れ
、
ま

ず
は
歳
出
改
革
か
ら
始
る
こ
と
と

な
っ
た
し
か
し
、
社
会
俊
分
野

の
歳
出
削
減
に
つ
い
て
党
内
か
ら
反

発
が
出
て
改
革
は
頓
挫
し
た

そ
の
後
、
福
田
聖
政
権
や
麻
生

太
郎
政
権
に
引
き
継
が
れ
、
社
会
保

障
国
民
会
議
で
需
さ
れ
た
結
果
、

中
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
第
疋
さ
れ
税
制

抜
本
改
革
の
道
筋
が
示
さ
れ
た
そ

の
直
後
民
主
党
へ
の
政
撫
X
代
が
生

じ
た
が
、
三
党
合
意
に
基
づ
い
て
口

年
に
社
会
1
'
と
税
の
一
笈
革
が

合
意
さ
れ
た
財
源
が
確
保
さ
れ
た

の
は
、
 
H
年
に
饗
税
率
が
8
0
0
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
時
で
あ
っ
た
。
年

金
の
財
源
問
題
が
、
受
益
と
負
担
の

議
論
を
通
じ
て
増
税
を
議
論
す
る
重

要
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
だ

フ
ァ
ク
ト
チ
エ
ッ
ク
を
行
う

独
立
財
政
機
関
の
設
立
を

0
兆
3
0
0
0
億
円
と
6
割
近
く
も

増
え
て
い
る
こ
の
問
の
公
債
発
行

残
高
は
、
 
1
9
9
0
午
度
の
1
6
6

兆
円
か
ら
2
0
2
2
飯
の
1
0
2

9
兆
円
へ
と
6
倍
以
ヒ
に
拡
大
し
た

予
算
に
占
め
る
公
債
の
比
率
(
ハ
ム
債

依
存
度
)
も
、
卯
飯
は
9
 
・
 
2
0
0

で
あ
っ
た
が
、
記
那
又
に
は
鉐
・
9

%
と
4
倍
近
く
も
伸
び
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
関
年
間
緊
縮
財
政
を

行
っ
て
き
た
と
い
う
一
言
説
は
ま
っ
た

く
の
誤
解
(
し
か
も
意
図
的
に
曲
解

し
て
い
る
ー
・
)
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

フ
エ
イ
ク
ニ
ユ
ー
ス
だ
と
い
、
つ
こ
と

が
分
か
る
こ
う
し
た
誤
っ
た
一
言
説

を
防
ぐ
に
は
、
わ
れ
わ
れ
受
け
手
の

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を
一
局
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
そ
の
た
め
に
も

フ
ァ
ク
ト
チ
エ
ッ
ク
を
行
、
尋
観
的

な
組
織
の
設
立
が
必
要
だ
ε
考
え
る

欧
米
に
は
、
政
府
か
ら
独
立
し
て

客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
経
済

を
分
析
す
る
「
独
立
財
政
機
関
」
が

あ
る
。
米
国
で
は
、
政
策
効
果
を
大

き
く
見
せ
た
い
政
府
の
行
政
管
理
予

算
局
(
O
M
旦
と
、
客
観
的
な
見

S
N
S
に
散
見
さ
れ
る
の
は
、
前

述
の
「
減
税
す
れ
ぱ
経
済
が
種
化

し
て
税
収
が
そ
れ
以
上
に
増
え
る
」

と
い
っ
た
言
説
だ
け
で
は
な
い

「
財
務
省
が
釦
年
も
緊
縮
財
政
を
し

て
き
た
こ
と
が
デ
フ
レ
の
原
因
だ
」

と
い
っ
た
言
説
も
繰
り
返
し
主
張
さ

れ
、
財
務
省
へ
の
不
信
と
(
感
情
的

な
)
批
判
に
つ
な
が
っ
て
い
る
し

か
し
、
冷
静
に
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後

の
財
政
を
振
り
返
る
と
、
決
し
て
緊

縮
財
政
の
局
面
に
な
か
っ
た
こ
と
が

分
力
る

例
え
ぱ
、
 
1
9
9
0
飯
の
一
般

会
計
歳
出
は
約
四
兆
3
0
0
0
億
円

だ
っ
た
が
、
 
2
0
2
2
蛋
は
ー
ー

も
り
の
ぶ
し
げ
き

法
学
博
士
乃
年
京
都
大
学
法
学
部

卒
、
大
蔵
省
入
省
。
主
税
局
総
務
課

長
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
教
鞭
を

執
り
、
財
務
省
財
務
総
合
研
究
所
長

を
最
後
に
伽
年
退
官
。
中
央
大
学
法

科
大
学
院
教
授
を
経
て
現
職
著
書

こ
『
デ
ジ
タ
ル
経
済
と
税
(
W
年
、

日
本
経
済
新
聞
出
版
社
)
な
ど

積
も
り
に
徹
し
よ
う
と
す
る
独
立
財

政
機
関
の
米
議
会
予
算
局
(
C
B

9
 
が
あ
り
、
双
方
で
異
な
る
推
計

が
提
出
さ
れ
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る

英
国
で
は
、
独
立
財
政
監
穩
関
と

し
て
予
算
責
任
局
(
O
B
R
)
誕

立
さ
れ
、
政
府
か
ら
独
立
し
た
立
場

で
経
済
や
財
政
を
分
析
し
て
い
る

わ
が
国
で
も
、
独
立
財
政
機
関
の

創
設
を
目
指
す
超
党
派
の
議
員
連
盟

が
発
足
し
、
経
済
同
友
会
や
関
西
経

済
連
合
会
な
ど
民
間
団
体
か
ら
も
設

立
に
向
け
た
提
言
が
出
さ
れ
て
い
る

S
N
S
で
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
飛
び
交

う
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
フ
ァ
ク
ト

チ
エ
ッ
ク
を
す
る
中
立
機
関
の
設
立

が
望
ま
れ
る
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